
宇都宮市立宝木小学校 第５学年【国語】分類・区分別正答率

★本年度の県，市と本校の状況
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★指導の工夫と改善 ○良好な状況が見られるもの　●課題が見られるもの
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言葉の特徴や使い方
に関する事項

平均正答率は県より2.6％上回っている。
○４年配当漢字を書く問題では，一部で正答率が県
より10％以上上回っているものがある。
●４年配当漢字を読む問題では，正答率が県より
下回っているものが多かった。また，連体修飾語を
答える問題や様子を表す語を選ぶ問題も正答率が
県より下回った。

・既習漢字や文法などの基礎的な知識をより定着させる
ため，朝の学習等での漢字ドリルを使った学習やプリント
学習を，意図的に設けていく。

分類・区分 本年度の状況 今後の指導の重点

我が国の言語文化
に関する事項

平均正答率は県より3.1％下回っている。
●慣用句の意味を正確に理解し，自分の表現に用
いることができるかどうかをみる問題では，無回答
率が0.9％となっている。

・国語以外の教科や日常会話の中でも使用例を示し，意
味を確認していくことで子供たちのことわざや四字熟語，
慣用句の語彙を増やしていく。また，自主学習でことわざ
や文章中の言葉の意味を調べる学習に取り組めるように
指導していく。

話すこと・
聞くこと

平均正答率は県より3.2％下回っている。
〇話し手の工夫の共通点で適したものを選ぶ問題
や，話した内容を選ぶ問題では，無回答率が0％と
なっている。また，話し手の工夫の共通点を選ぶ問
題では，県が88.2％，学校が90.2％と2％上回ってい
る。
●意見の共通点や相違点に着目し自分の意見をま
とめる問題では，県より15.7％下回っており，無回答
率も9.8％と高い。

・他者の意見や調査結果の内容を読むときは，共通点や
相違点に着目して読み比べるように指導する。
・発表するときや文に書くときの定型文，流れを繰り返し
指導し覚えさせることで，普段の会話のなかでも，構成を
意識して話すことができるようにする。

書くこと

平均正答率は県より17.2％下回っている。
●内容の中心を明確にし，事実を伝える文章を書く
ことができるかどうかをみる問題では，正答率が県
より6.3％下回っている。
●段落の役割について理解し，2段階構成で文章を
書くことができるかどうかをみる問題では，正答率
が県より24.1％下回っている。

・「書く」授業の他にも，振り返りや感想を書かせるときな
どには，必要な単語，大体の定型文を示したうえで文章を
「書く」ことを意識的に増やしていく。
・段落の役割を理解させるために，文章構成について復
習していくようにする。また，文をつなげるための接続詞
や時系列にそった文章構成など，ポイントを示して書くこ
とができるように支援していく。

読むこと

平均正答率は県より6.4％下回っている。
〇場面の様子について，叙述を基に捉えることがで
きるかをみる問題では，県が71.5％，学校が71.4％
と同程度である。
●叙述を基に，登場人物の気持ちの変化を想像す
る問題では，県より9.8％下回っている。

・長文に慣れるために，本を読む機会を増やしていく。
・授業では物語文など「読む」活動の際には，叙述から登
場人物の行動や気持ちを想像して読んだり，言葉で表し
たりできるような授業展開を設定していく。
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